
Simulation 

 

無料ソフトで画像を作り術前計画等に使う方法を紹介します（Windows 版）。 

慣れると 15 分位で出来ます。 

 

術前のネイル選択を行うために健側にネイルを入れてみる場合を例に説明します。 

 

 

 

3D Slicer(無料版をネットからダウンロード)、ペイント３D(Windows OS に付属している無料版)を

使用。個人 CT データ(DICOM のアキチャルデータ)を放射線科からもらいます。個人情報保護上患

者ご本人の承諾を承諾書等で頂くとよいと思います。ネイルデータは当研究所ホームページのお問い

合わせページからご連絡ください。 

ペイント 3D 

 

 

Slicer のホームページに行きます。  

 

Click 

ソフトについて 

1, Slicer のダウンロード 
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２，Slicer を開き Load DICOM data を Click 

 

(CT のダイコムデータを STL 形式に変換して作業を進めることになります) 

 

 

Click 

OS に合ったものを

Click 

Click 

２, Slicer を開き Lord DICOM data を Click 



３，Import DICOM files を Click 

 

 

 

 

Click 

① 対象患者の DICOM データ

のフォルダを選択 

（ファイルではありません） 

 

②Import を Click 

３, Import DICOM files を Click 



 

 

 

 

 

 

 

 

読み込まれたデータを Click 

① 最初に Click 

② Lord を Click 



４，３D 化する領域をしぼります 

 

 

 

 

最初に Click 

Volume Rendering を Click 

Display ROI を Click 

4, 3D 化する領域を絞ります 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に②の四角枠を動かして領域を絞ります。 

①を動かして３方向(正側下)とも同じ部位を見ているように画像位置を

調整します。正面側面に画像があるのに下面画像が見えないとき逆側を間違えて選択して

いる時があるので確認します 

 

①  

①  ①  

３方向とも健側の股関節が選択できました 

② 

② ② 



 

 

 

 

３方向とも領域が大腿骨近位に絞れました。 

最初に Click 

Converters の Crop Volume を Click 



 

 

 

 

 

 

 

 

Apply を Click 

Display ROI を Click して枠線を消します。 



６，３D 画像を作成します。 

 

 

 

 

Segment Editor を Click 

Add を Click 

５, 3D 画像を作成します 



 

 

 

 

Threshold を Click 

緑色に点滅します。 

骨が緑色になるように調整します。 

下限値は 200～300 位です。 

名前を変更したい場合 DoubleClick 



 

 

 

Apply を Click 

見えない場合は下にスクロールすると見えます。 

皮質骨に着色できました。 

今回は下限値 256 にしました。 

上方の Show 3D を Click 



 

 

 

3D 画像が出ました。 

見つからない場合は〇部を Click して下さい。 

画像が中央に表示されます。 

最初に Click 

３D only を Click 



 

 

７，ネイル挿入用加工例を示します。 

 

 

3D 画像が出ました。 

マウスを動かして正面像を出します 

正面像が出たら最初に Click 

次に angle を Click 

Angle を用いて今回は 130 度をマーキングします 

6, 130 度ネイル挿入用加工例を示します 



 

 

 

 

 

 

 

 

①Scissors ボタンを Click 

②切りたい部分を囲みます 

130 度のラインで切ります 

 

130 度で切れました 

矢印を Click し画像を触ると回転できます 



８、データを保存します。 

 

 

 

 

 

Segmentations の▼を Click 

Export to file を選びます 

②Export を Click 

 

①出力先を確認 

7, データを保存します 



 

 

９，ペイント３D で骨とネイルを合成する 

 

ペイント３D を開く 

 

 

骨、ネイル、ラグスクリューを開きます 

 

骨は頚部をラグスクリュー高位で切断、骨幹部外側半分切断、アライメントが分かる様大転子の一

部を残して切断した例を示します。閾値はここまでの説明より骨頭がよく見える様に調節していま

す。オフセットネイル (130 度)を用いています。 

 

ここに保存されました。 

これをペイント３D にドラッグドロップすると、

ペイント３D 上で見えます 

8, ペイント 3D で骨とネイルを合成します 



 

色付けしました。 

 

 

骨とネイルの位置を調整し、全体を選択した後、グループ化 (統合)します。 

骨の断面に入れているのでネイルやラグスクリューが一部見えています。 

②Click 

 
①全体を選択 

 ③Click 

 



 

統合した画像を 90 度回すと、骨とネイルがずれていました。全体を選択し、グループ化を解除した

のち、互いを動かして適正配置にします。ネイルのアライメントは皮質骨のラインを参考にします。 

 

 

ずれが修正できました。 

①全体を選択 

 

②Click 

 

③Click 

 



 

また全体をグループ化して回転させ、正面があっていなかったら修正します。 

必要に応じグループ化、解除を繰り返し、どの角度からも骨とネイルの関係が適正であるように修

正し完成です。 

 

 

  



１０，ネイル選択：手術適用を決める 

 

 
統合体を回して上方から見ると、ラグスクリューは頚部中心軸上に頚部中心軸と平行に挿入できる

ことがわかります。この症例にストレートネイルを入れると後方にラグスクリューが来ます。従っ

てこの症例ではオフセットネイルを選択するのが良いとわかります。 

 

補足) 

1）ネイルでオフセットの有無を選択できると頚部中心軸と大腿骨幹部軸の間の解剖学的ずれに対

応でき、頚部中心軸上へのラグスクリュー設置に有利です。 

2）最終的には、術中判断になるかと思います。またこの様な作図を行わなくても前壁衝突理論か

ら４mm オフセット BFN を 1st choice としても十分良い結果が得られます。 

3）計測：途中で Slicer を用いたり、ネイルとの比を利用して計測します。 

   

9, ネイルの選択:手術適用を決める 


